
環境計画�

環境マネジメント�
システムの構築�

環境負荷の低減�
省エネ省資源�

廃棄物の適正処理�
とリサイクル推進�

グリーン購入�

環境情報の開示�
と環境保全活動�

環境汚染防止�

環境方針� 取り組み項目� 2006年目標�

●環境情報の開示� ◆環境レポート2006発行�
◆ホームページで情報発信�
◆店舗において、環境ポスターの掲示 �

●省エネへの取り組み� ◆省エネ法に基づき、店舗に省エネ推進委員会を設置し、�
　エネルギー管理員を中心に、省エネ計画を作成する�
�
�
◆「ブラックイルミネーション」に全店参加する�

◆通い箱の使用拡大により、ダンボールの削減をする（20％削減）�

●廃棄物排出削減� ◆廃棄物排出総量の削減に努める（5％削減）�

●廃棄物の計量� ◆全店計量器に設置し、リサイクルを目的にした分別を徹底する�

●店舗での容器回収の推進 � ◆回収量の拡大と、取扱い種類を増やす�

●環境保全活動� ◆毎日の清掃活動は全店で実施�
◆地域の環境保全活動に参加する�

◆OA紙のグリーン購入率　90.0％�

◆回収店舗拡大�廃プラスチック�

●リサイクル推進� ◆地域循環の取り組みを拡大する�
◆リサイクル率　40％�

食品廃棄物�

●包装資材の使用削減� レジ袋 枚数で10％削減�
包装紙 重量で5％削減�
紙　袋 重量で2％削減�

●ISO14001の構築への取り組み� ◆環境目的目標数値をCO2で評価する�

●物流システムの見直し� ◆低温一括物流への取組開始�
◆一括物流拡大による納品車の削減への取り組み�

・レジ袋辞退率の向上� ◆辞退率16％�

・お買い物袋スタンプカード回収枚数� ◆回収枚数10％向上（レジ袋2,180万枚削減）�

●環境学習会� ◆開催店舗拡大　◆20店舗40回開催�
◆店舗見学及び環境学習用ワークブック作成（小学生用）�
◆白川郷で「夏休み自然探検隊」を開催�

◆電気使用量削減　0.5％�

07

環境方針に基づき、環境保全活動をおこなっていくために、具体的な目的および目標を定めて取り組んでいます。�
目標を達成するために、環境会議で検討した計画と対応策を各部署・各店舗で実践し、その結果を踏まえながら�
次の目的・目標を立案します。こうした活動を通じ、継続的な改善を進めています。�

環境計画の目標と実績�
環境計画の概要�
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